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　ガラパゴス諸島は太平洋のかなたにある。陸地の総面積は北海道の1/9程度だが，その名

は世界自然遺産第１号の島として世界に知られる。そこを探訪する人は，目前に人を恐れぬ

動物たち：アシカやオットセイ，３種類のカツオドリ，２種類のグンカンドリ，飛ぶことを

止めたコバネウ，赤道下のペンギン，巨大なゾウガメ，海と陸のイグアナ，マネシツグミや

フィンチを観察し，月面のような景観の中を歩いて自然への回帰に感動し，興奮する。

　チャールズ・ダーウィンがガラパゴスの動植物を観察して進化論の着想を得たことは，良

く知られる。しかしダーウィンが見たであろう光景が，変わりなくいまも目前に広がるのは，

1950年代に始まり，一貫した志操のもとに続けられてきた自然保護のお陰であり，世界自

然遺産第１号になったのも，そうした先人たちの努力の成果である。

　自然保護運動のきっかけは，1954年に学術調査を行ったアイブルアイベスフェルト(オー

ストリア）であった。当時ガラパゴスでは，一部の無人島には野生化した家畜(ヤギ，ブタ，

ロバ，ウマ，ウシ，イヌ，ネコ）がはびこり，野生ゾウガメは激減していて一部は入植者の

手の内にあった。1957年，ユネスコとIUCNは彼を現地に派遣し，各種動物の現状を調査さ

せ，研究拠点の適地を探索させた。その報告がきっかけとなり，1959年にダーウィン財団

が結成され，欧米諸国からの拠金をもとに，1964年には国際NGOダーウィン研究所が建設

され落成した。エクアドルでは，植物学者アコスタソリスがガラパゴスの保護保全を訴えて

いて，欧米の呼びかけに呼応した。このとき，ダーウィン財団とエクアドル政府はガラパゴ

スの自然保護の推進について協定書に署名した。

　私は1964年のダーウィン研究所落成式に出席し，調査を行う機会を得，続けて1970年と

1978年にも調査を継続した。その後，ダーウィン研究所と1968年設置されたガラパゴス国

立公園管理局から，自然や生物の現状について，あるいは自然保護策の進行について情報を

受けた。野生化家畜の駆除，ゾウガメの人工孵化増殖と自然復帰，国立公園と居住/農耕地

区の境界設定，国立公園の保護規制による区域割り，来訪研究者への支援など，ダーウィン

研究所があげた調査研究の成果とそれに基づく提案，それをうけて国立公園管理局が打ち出

した保護保全策は，振り返ってみると，ガラパゴスを1978年世界自然遺産第１号登録へ導

く道程であった。

　2001年には，ガラパゴスの周辺の海域，諸島から40カイリ沖合までが，世界自然遺産に

追加登録された。世界で第２位の広域な自然遺産である。

　いま豊かな生物多様性と自然環境が保全されている蔭には，国立公園管理局と国際 NGO

ダーウィン研究所による一貫した志操のもとに続けられてきた，そうして今も続けられて

いる，自然と生物多様性の保護保全への懸命な努力があることを忘れることは出来ない。


